
 
  



～講評～ 

 

[1] 

問 1 微分 

最小値や変曲点を求める問題。基本的。これは落とせない。 

 

問 2 円の作図と面積 

丁寧に図示して算数計算に持ち込む問題。これも正答したい。 

 

[2] 数学２の微分 

接線の傾きに関する問題。これも基本的で正答したい。 

 

[3] ベクトルで表現された初等幾何 

相似比などを用いてすべての値を出せる。ベクトルは不要。こういう問題を苦手とする受験生は多いだろう。前半部分だ

けでも押さえたい。また、問 3 は解けずとも内積ゼロ→直角、と見抜いてマークしておきたい。 

 

[4] 確率 

文章の⾧さや、特殊な設定（セロハンが大量にあるので各色のセロハンを取り出す確率が不変）に戸惑った受験生も多か

ったかもしれない。これは難しいと感じただろう。 

 

 

ボリュームは例年通り、難度は下がったかと思われる。算数的思考が得意な受験生には相性が良い問題だったと言えるが、

そのような算数思考を苦手とする受験生は多いだろう。大問１，２を手堅く押さえ、大問３，４でできるだけもぎ取ると

いう形で、65%はとりたいところだろう。 

 


